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会費納入者/シルバーサロンからのお知らせ/
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遅いあなたが主役です！
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※　運動公園練習会の集合場所は　　　　　　　　　　　　　　　　　　

旧陸上競技場前　：　ジョギングコースのスタート・ゴール地点　です。

※　集合時間は　※５月～１０月は午前８時、１１月～ 4 月は午前９時です。

４月

　９日（日）　運動公園スローロングラン　

　　　　　　　集合時間　　８時００分　（※スローロングランは通年８時スタートです）　

　　　　　　　集合場所　　運動公園元売店前　（８時前には集合していてください）

　　　　　　　　※ 同日はノルディック・ウオーキングも実施します。　８時３０分スタート

１２日（水）　夕暮練習会　

　　　　　　　集合時間　　１９時００分

　　　　　　　集合場所　運動公園大駐車場　あずまや前　　 担当：　山本文治

１９日（水）　幹事会

２３日（日）　第２９回熊本県シルバースポーツ交流大会　健康マラソン大会　

　　　　　　　※　昨年までの５月から４月に変わりました。

　　　　　　　※　健康マラソンは土曜日から日曜日に変わりました。（詳細は企画だより）

２９日（祝）　第３３回関所健康マラソン大会

　　　　　　　お問い合わせ：南関町公民館内　大会事務局　０９６８－５３－０００７

５月

　３日（水・祝）  金栗四三翁墓参ロングラン（要予約・詳細は企画便り）

　７日（日）　緑川ロングラン　（距離３４キロ）

　　　　　　　ばってんの湯 6 時スタート　 担当： 鈴木三雄　

１０日（水）　夕暮練習会　

　　　　　　　集合時間　　１９時００分

　　　　　　　集合場所　運動公園大駐車場　あずまや前　　 担当：　山本文治

１7 日（水）　ノルディック・ウオーキング　

　　　　　　　（※ 当日は　ノルディック・ウオーキングのみです。詳細は企画便り）

　　　　　　　集合時間　　9 時００分　　　　　　　

　　　　　　　集合場所　　運動公園　元売店前広場　　　担当　　立石隆城　　

２４日（水）　幹事会　※５月から会場が変わります。

　　　　　　　グリーンリッチホテル会議室 096-382-4444

２８日（日）　熊本県民スポーツ・レクレーション祭　健康マラソン大会　（詳細は企画便り）

６月

１１日（日）　運動公園練習会（５キロ、１０キロのタイム計測を行います）

　　　　　　　集合時間　　８時００分　（※５月～１０月までは　午前８時集合です）

　　　　　　　集合場所　　スポーツ公園前　ジョギングコース　スタート地点

　　　　　　　※　当日はノルディックウオーキングも行います。８時３０分スタート

１４日（水）　夕暮練習会　　

　　　　　　　集合時間　　１９時００分

　　　　　　　集合場所　　 運動公園大駐車場　あずまや前　　　担当　山本文治

２２日（水）　幹事会

２5 日（日）　江津湖スローロングラン　　（詳細は次号企画便り）

　　　　　　　江津湖を周回します。（１０キロ～２０キロ　暴風雨でない限り雨天決行）

　　　　　　　集合時間　　８時００分

　　　　　　　集合場所　　江津湖広木公園駐車場
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◎４月２３日(日)　熊本県シルバースポーツ交流大会　健康マラソン
　熊本県さわやか長寿財団および熊本県走ろう会連絡協議会主催の行事です。（詳細は先月号）

※　対象者は６０歳以上の者ですが、６０歳未満の会員の皆様　お手伝いを多数募集していますの

　でよろしくお願いします。

　　　☆　集合場所　　運動公園スポーツ広場前　ジョギングコース　スタート地点

　　　　　　　　　　　役員及びスタッフは８時までに集合のこと

　　　☆　競技受付　　9 時から　　　　　☆　開会式　　　9 時３０分　　

　　　☆　競技開始　　10 時　　　　　 　☆　募集定員　　１００名　　

　　　☆　参加費　　　1,000 円（さわやか長寿財団に支払います）

　　　　　　熊本さわやか長寿財団　096-354-3083  　担当　生きがい推進課　大下伸子

　　　　　担　当　：　馬宮怜子　　０９０－９４９３－７０３８

　　　　　　　　　　　今村洋一　　０９０－８０２２－５３３８

◎５月３日（水・祝）第４４回　金栗四三翁　墓参ロングラン
　熊本走ろう会創設時の名誉会長である金栗四三翁の墓参マラソンです。創設以来続いていた伝統

の行事でしたが、昨年は熊本地震等のために残念ながら中断をしてしまいました。今年こそは復活

を！。お墓にお参りをした後、玉東町ふれあいの里交流交流センターで入浴、昼食会のあとＪＲで

熊本まで帰ります。（要予約）

　　　☆　集合場所　　白川公園　　　　　☆　集合時間　　７時　

　　　☆　コース　　　白川公園　～　植木　～　田原坂　～　玉東町　～　墓参　～

　　　　　　　　　　　ふれあいの里交流センターにて入浴、昼食会　～　ＪＲ木の葉駅から帰熊

　　　　　※　距離　約３２キロ　　集団走です。みんなでゆっくりと、楽しく走ります。

　　　☆　会　費　  　１，５００円程度　（給水等、入浴料、弁当）

　　　　　　　　　　　別に飲み物代、ＪＲの交通費が必要です。

　　　☆　その他      給水、荷物運搬 車を用意します。

　　　　　担　当　　今村洋一　　０９０－８０２２－５３３８

　　　　　　　　　　本田光行　　０９０－４５１６－５９９５

◎５月１７日（水）ノルディック・ウオーキング
　※　今回はノルディック・ウオーキングのみです。　ノルディック・ウオーキングの体験講習会

　　は２月で終わりましたが、引き続き定期的にノルディック・ウオーキングに取り組みます。

　　　☆　集合場所　　運動公園　元売店前広場

　　　☆　集合時間　　９時

　　　☆　参加費　　　無料、　若干数ポールの貸し出しも行っています。

　　　　　担　当　：　馬宮怜子　　０９０－９４９３－７０３８

　　　　　　　　　　　立石隆城　　０９０－８８３８－６１１４

◎５月２８日（日）熊本県民スポーツレクレーション祭「全国一斉あそびの日」
健康マラソン大会
　熊本県レクレーション協会と熊本県走ろう会連絡協議会が主催する健康マラソン大会です。競争

ではありません。

　３キロと５キロの組に分かれて、運動公園のジョギングコースを、ゆっくりとみんなで一緒に走

ります。参加料は無料です。家族や知人を誘ってお気軽に参加してください。

　　　☆　集合場所　　運動公園　スポーツ広場前　ジョギングコース　スタート地点

　　　☆　時間等　　　受付　　　　９時　～　　

　　　　　　　　　　　開会式　　　９時３０分　　　　　スタート　　１０時　　　　　　　

　　　　　担　当　：　馬宮怜子　　０９０－９４９３－７０３８

　　　　　　　　　　　今村洋一　　０９０－８０２２－５３３８

企画だより（参加者募集）
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二
月
夕
暮
練
習
会

日　
　

時　

二
月
八
日
（
水
）　
　
　

集
合
場
所　

運
動
公
園
大
駐
車
場
横

　
　
　
　
　

あ
ず
ま
や

時　

間　

十
九
時
～

　

運
動
公
園
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
は

ほ
ぼ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の

で
、
今
日
は
ス
ロ
ー
ロ
ン
グ
の
七
キ
ロ

コ
ー
ス
を
走
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
で
一
周
し
た
後
、
五
キ
ロ
コ
ー

ス
、
二
．
五
キ
ロ
コ
ー
ス
や
、
芝
生
公

園
の
上
り
坂
等
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス

で
さ
ら
に
走
り
ま
し
た
が
、
少
し
雨
が

降
っ
て
き
た
の
で
、
早
め
に
解
散
し
ま

し
た
。
女
子
駅
伝
や
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン

が
近
づ
い
て
い
る
の
で
、
大
勢
の
ラ
ン

ナ
ー
が
い
つ
ま
で
も
走
っ
て
い
ま
し

た
。

〈
参
加
者　

十
四
名
〉

今
村
洋
一　

今
村
容
子　

小
牧
幸
治

小
牧
陽
子　

北
村
勇
次　

仙
波
論
子

田
山
ゆ
か　

成
田
浩
子　

平
井
ま
さ
み

東
園　

正　

松
永
良
治　

馬
宮
怜
子

山
本
文
治　

吉
次
雄
二

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン

日　

時　

二
月
十
九
日
（
日
）　
　

　

熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
を
願
っ
て
、

国
内
外
か
ら
約
一
万
三
千
人
が
城
下
を

駆
け
抜
け
、
第
六
回
目
の
熊
本
城
マ
ラ

ソ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
沿
道
に
は

過
去
最
多
の
約
二
十
三
万
人
が
詰
め
掛

け
て
、
市
民
ラ
ン
ナ
ー
の
走
り
に
声
援

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
フ
ル
マ

ラ
ソ
ン
の
部
、
熊
本
走
ろ
う
会
は
厳
し

い
抽
選
の
結
果
大
幅
に
出
走
者
が
少
な

か
っ
た
の
は
残
念
で
し
た
。
完
走
者
は

次
の
通
り
で
す
。　
　
　
　
　

（
今
村
）

〈
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
五
十
一
名
〉

安
藤
早
俊　

今
村
容
子　

石
坂
勝
嗣

内
村
貴
則　

小
川
純
一　

岡
田
尚
士

親
川
公
一　

大
島
広
隆　

甲
斐
達
也

北
村
勇
次　

木
邑
郁
也　

後
藤
純
子

後
藤
晴
喜　

小
牧
裕
子　

坂
本
淳
一

坂
本
ひ
ろ
子　

須
波
清
子　

仙
波
論
子

武
石
雅
美　

田
尻
盛
智　

田
代
治
彦

田
山
ゆ
か　

田
中
秀
男　

椿
袈
裟
雄

出
端
文
雄　

中
林
英
征　

長
嶺
弥
生

中
村
光
郎　

中
渡
祐
貴　

成
松
忠
幸

西　

政
之　

野
中
伸
也　

林　

邦
生

東　

英
治　

東　
　

崇　

平
井
ま
さ
み

布
田
尊
士　

福
田
拓
朗　

本
田
晴
人

本
田
敏
朗　

松
本　

薫　

学　

宣
志

馬
宮
怜
子　

三
原
賢
太　

宮
崎
博
明

山
口
真
紀
子　

山
田
五
男　

山
本
真
也

山
本
文
治　

山
本　

恵　

吉
次
雄
二

　

〈
三
キ
ロ
の
部　

十
一
名
〉

浅
野
美
智
子　

有
働
澄
子　

城　

憲
二

園
田　

薫　

田
川
昭
仁　

田
川
公
子

塚
本
ヒ
サ
子　

中
園
末
夫　

中
井
好
美

堀
田
香
代
子　

本
田
光
行

※
完
走
者
の
名
簿
は
、
新
聞
記
事
等
か

ら
検
索
し
ま
し
た
。
漏
れ
て
い
た
方
が

お
ら
れ
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
、
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

二
月　

ス
ロ
ー
ロ
ン
グ
ラ
ン

日　

時　

二
月
二
十
六
日
（
日
）　
　

場　

所　

運
動
公
園

時　

間　

九
時
〇
〇
分
～

　

行
事
予
定
に
開
始
時
間
を
書
き
忘
れ

て
い
た
の
で
、
皆
さ
ん
九
時
に
集
合
さ

れ
ま
し
た
。
ご
め
ん
な
さ
い
。
ス
ロ
ー

ロ
ン
グ
ラ
ン
は
通
年
八
時
ス
タ
ー
ト
で

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
熊

本
城
マ
ラ
ソ
ン
が
終
わ
っ
た
ば
か
り
、

そ
し
て
今
日
は
東
京
マ
ラ
ソ
ン
、
横
島

イ
チ
ゴ
マ
ラ
ソ
ン
、
大
津
ジ
ョ
ギ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
と
、
ラ
ン
行
事
が
目

白
押
し
と
あ
っ
て
参
加
者
が
少
な
く
残

念
で
し
た
。　
　
　
　
　
　

（
今
村
）

　

〈
参
加
者　

十
三
名
〉

今
村
洋
一　

今
村
容
子　

北
村
勇
次

後
藤
晴
喜　

土
田
通
彦　

田
代
治
彦

西　

政
之　

谷
口
ミ
ス
エ　

平
野
政
輝

竹
村
信
昭　

松
永
良
治　

光
富
孝
子

山
本
文
治

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
＆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

〈
参
加
者　

四
名
〉

古
閑
森
末
一　

古
閑
森
五
月　

城　

丘

立
石
隆
城

Ｒ
Ｋ
Ｋ
女
子
駅
伝
大
会

日　

時　

二
月
十
一
日
（
土
・
祝
）　

場　

所　

運
動
公
園

成
績

　

Ａ
チ
ー
ム　
　
　
　
　

九
位

　

Ｂ
チ
ー
ム　
　
　

二
十
二
位

　

Ｃ
チ
ー
ム　
　
　

一
〇
三
位

　

Ｄ
チ
ー
ム　
　
　

一
〇
四
位

一
般
参
加
チ
ー
ム
数　

三
一
九

　

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
運
動
公
園
は
朝

早
く
か
ら
大
勢
の
女
性
ラ
ン
ナ
ー
や
応

援
の
皆
さ
ん
で
溢
れ
て
お
り
、
一
日
中

大
賑
わ
い
で
し
た
。
今
年
も
熊
本
走
ろ
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う
会
は
四
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

Ａ
チ
ー
ム
は
惜
し
く
も
入
賞
を
逃
し
ま

し
た
が
、
四
年
続
け
て
九
位
と
い
う
立

派
な
成
績
で
し
た
。
Ｂ
，
Ｃ
，
Ｄ
チ
ー

ム
も
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発

揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。
応
援
の
皆
様
も

ご
苦
労
様
で
し
た
。　
　
　

（
今
村
）

　

〈
選
手　

二
十
名
〉

荒
毛
晴
子　

石
松
文
代　

今
泉　

泉

今
村
容
子　

上
村
広
子　

衛
藤
美
直
子

大
下
伸
子　

後
藤
美
和　

小
牧
裕
子

小
牧
陽
子　

坂
本
ひ
ろ
子　

佐
藤
絹
代

田
山
ゆ
か　

成
田
浩
子　

西
村
恵
子

根
岸
あ
け
み 

平
井
ま
さ
み 

松
本　

薫

山
口
真
紀
子
山
本　

恵

　

〈
役
員
、
補
員　

十
二
名
〉

浅
野
美
智
子　

上
田
猶
子　

有
働
澄
子

古
閑
森
五
月 

斉
藤
チ
ズ
ヨ 

末
永
知
子

田
川
公
子 

谷
口
ミ
ス
エ 

塚
本
ヒ
サ
コ

寺
本
幸
子　

藤
川
和
子　

馬
宮
怜
子

　

〈
応
援　
　

二
十
七
名
〉

今
村
洋
一　

甲
斐
達
也　

木
元
一
男

後
藤
晴
喜　

小
林
健
一　

斉
藤
睦
夫

坂
口
春
巳　

城　
　

丘　

竹
村
信
昭

田
代
治
彦　

田
川
昭
仁　

立
石
隆
城

鶴
田
淳
一　

平
野
政
輝　

廣
田
康
秀

藤
川
久
昭　

古
谷
誠
一　

本
田
光
行

松
永
良
治　

松
本
義
廣　

馬
渡
文
雄

宮
崎
博
明　

山
本
一
磨　

山
本
須
美
子

山
本
博
司　

芳
田
文
治　

吉
次
雄
二

第４６回ＲＫＫ女子駅伝
　心配された雪も女子パワーに圧倒されたのか、降る事もなく、時折気まぐれ太陽が顔を出す天候の

中、無事に終えることが出来ました。Ａチームは今年も９位で入賞を逃しましたが、20 才前後のピ

チピチギャルを相手にこの成績 ‼　Ｂチームが 22 位。お楽しみチームもひたすらに頑張って、熊本

走ろう会の団結力を示して頂きました。選手の皆様、応援の皆様、お疲れ様でした。

　一口〖コメント〗

♡　Ａチームは今年も９位。精一杯のたすき渡しが出来、見事でした。お疲れ様でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平野　明美

♡　本日はお誘い頂きありがとうございました。力不足でしたが、楽しく走れました。

　もっと練習して、また機会があればよろしくお願いします。　　　　　　　　　　　　宮村　柚里

♡　久しぶり短い距離を走りましたが、大変きつかったです。来年は少し楽に走れる様に練習できれ

　ばうれしいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西村　恵子

♡　今年は寒くて、体が動かなかったけど、４人位抜くことができてよかったです。

　　楽しく走れました。ありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　後藤　美和

♡　寒かったけど楽しく走らせて頂きました。ありがとうございました。　　　　　　根岸　まゆみ

♡　１区、少し距離が長くてきつかったけど、皆さんの応援のおかげで楽しく走ることが出来ました。

　本当にありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂本ひろ子

♡　今回、熊本走ろう会はもとより、他チームの応援もいただき、有難かったです。

　楽しく走れました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小牧　陽子

♡　男性の皆さん、先輩方、ボランティア応援有難うございました。楽しく走れました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小牧　裕子

♡　20 位を目標に走りましたが 22 位でした。応援有難うございました。　　　　　　石松　文代

♡　久し振りのスタート。頑張りました。寒い中、応援有難うございました。

　Ｃチームで気楽に走れ楽しめました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本　恵

♡　今日は亡き母の誕生日。楽しい一日をありがとうがざいました。来年は沢山練習して参加します。

　又、リベンジさせて下さい。寒い中、沢山の心使いと応援に感謝致します。　　　　　龍　理恵子

♡　小雪のちらつく中、ファイトで走りました。息切れがして苦しかったけど、応援に励まされ、楽

　しく走る事が出来ました。応援有難うございました。　　　　　　　　　　　　　　　佐藤イツ子

♡　楽しかったです。もっと練習しないと・・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　長迫登志子

♡　とても楽しかったです。できれば 100 番以内に入りたかった !!

　次回はリベンジ。今回は 103 番でした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大下　伸子
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熊本走ろう会は、５年ごとにホノルルマラソンツアーを実施していますが、今年も創立４５周年
記念行事の一つとして、２０１７ホノルルマラソンツアーに取り組むことになりました。
具体的な内容については現在計画中ですが、詳細が決まり次第、正式に参加者募集を開始します。

日     時 平成２９年１２月１０日（日）           マラソン開催日
期     間 平成２９年１２月 ９日（土）～１２月１４日（木） ６日間
募 集 人 員 50～60名程度
旅行代金 概ね３０万円前後で調整中
マラソンエントリー ４月中旬よりエントリー開始
マラソン参加料 参考として昨年の参加料

担当・問合せ先 馬宮玲子 ０９０－９４９３－７０３８ 上田正明 ０９６－２２１－８８７２
倉田英夫 ０９６－５６８－８６３９

◇2017 ホノルルマラソンへのお誘い◇

フル 10㎞
アーリーエントリー  4月15日（金）～  4月24日（日） 20,000円 6,000円

第1期  5月27日（金）～ 10月21日（金） 28,000円 6,000円
第2期 10月22日（土）～ 11月18日 (金) 30,000円 7,000円
現地 12月 8日（木）～ 12月10日（土） US$325 US$70

参加料
期間エントリー時期

新 入 会 員 紹 介

　　　ＮＯ．１６４３　　陽川　徹　　（ようかわ　あきら）

　　　ＮＯ．１６４４　○森岡　美智子（もりおか　みちこ）

　　　ＮＯ．１６４５　○来海　艶子　（きまち　つやこ）

　　　ＮＯ．１６４６　○末松　佑子　（すえまつ　ゆうこ）

　　　ＮＯ．１６４７　　北村　勇次　（きたむら　ゆうじ）

　　　ＮＯ．１６４８　　八郷　一利　（はちごう　かずとし）

　　　ＮＯ．１６４９　○八郷　佳江　（はちごう　よしえ）　　　　　○は女性会員

　　※ご入会、有難うございます。会の練習会等行事にどしどしご参加ください。

　　　【初めまして　新入会員です】の記事もお待ちしています。

　　　　　田川　公子：E‐mail：tagawapm@tos.bbiq.jp

　　　　　　　　　　　〒 861-8019　東区下南部 3-5-1　☎　Fax：096-380-1875

　　　　　会報原稿受付：メール送信は７日まで、手書き原稿は５日までにお願いします。
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会 費 納 入 者

井本　糧太　　　貴島　武之　　　小牧　幸治　　　小牧　陽子　　　佐藤　絹代　　　坂本　健次

田中　秀男　　　田中　美恵子　　田島　朝憲　　　武石　雅美　　　寺本　睦雄　　　寺本　紀子

堤　良子　　　　長廣　健治

シルバーサロンからのお知らせ

　昨年は、熊本地震の為、予定していた「フェリーで行く雲仙みかどホテル」が中止になってしまい

ました。今年は中園末夫さん、齊藤一義さん両氏の「白寿のお祝い」と「６周年度総会」を熊本市内

で同日に行いたいと思っています。年齢に関係なく、会員の皆様の参加をお待ちしています。詳細は

５月号会報でお知らせします。

熊本城マラソン　完走おめでとうございます !!

　　　　　　　　　　　中園末夫さん（大正 7 年 3 月 28 日生まれ・白寿）



　熊本走ろう会 8

　

私
が
走
り
始
め
た
の
は
五
〇
歳
の
時

で
す
。
何
故
走
ろ
う
か
と
思
っ
た
の
は
、

定
年
後
の
体
力
維
持
で
何
か
し
な
け
れ

ば
、
家
で
「
ご
ろ
ご
ろ
」
し
て
い
て
は

つ
ま
ら
な
い
。
突
然
始
め
て
は
長
続
き

は
し
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
、
定
年
前
ま

で
十
年
間
も
あ
れ
ば
そ
の
ま
ま
延
長
し

て
第
二
の
人
生
も
余
裕
を
持
っ
て
や
っ

て
行
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
ス
タ
ー

ト
す
る
事
に
し
ま
し
た
。

　

職
場
の
走
っ
て
い
る
友
人
に
も
誘
わ

れ
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
も
購
入
し

て
、
早
速
走
り
始
め
ま
し
た
。

　

未
だ
現
役
の
時
で
千
葉
県
に
居
ま
し

た
。
勤
務
は
三
交
代
職
で
、
夜
勤
の
時

は
本
当
に
疲
れ
が
取
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
だ
け
ど
、
毎
日
三
〇
分
く
ら
い
走

る
と
、
気
分
が
ス
ッ
キ
リ
し
て
何
と
な

く
続
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
に
も
先
輩
に
誘
わ
れ
て

参
加
。
初
参
加
は
十
キ
ロ
の
部
で
や
っ

と
ゴ
ー
ル
。
そ
の
達
成
感
は
何
と
も
言

え
ず
、
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
そ

れ
か
ら
大
会
へ
の
参
加
が
始
ま
り
、
ス

タ
ー
ト
の
ピ
ス
ト
ル
の
音
が
鳴
る
ま
で

の
緊
張
感
は
今
で
も
わ
く
わ
く
し
ま

す
。

　

完
走
証
は
今
で
も
大
事
に
フ
ァ
イ
ル

に
し
て
、
自
分
の
元
気
の
証
拠
と
し
て

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

定
年
後
は
玉
名
郡
南
関
町
に
引
越
し

て
、
お
い
し
い
空
気
を
い
っ
ぱ
い
吸
っ

て
、
相
変
ら
ず
マ
イ
ペ
ー
ス
で
ジ
ョ
ギ

ン
グ
。
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
あ
る
農
道
を

三
〇
分
間
、
毎
日
元
気
に
走
っ
て
い
ま

す
。

　

熊
本
走
ろ
う
会
へ
の
入
会
は
、
Ｈ

十
七
年
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
参
加
し
た

時
、
熊
本
走
ろ
う
会
の
先
輩
、
出
井
さ

ん
、
馬
渡
さ
ん
に
お
会
い
し
て
、
お
世

話
し
て
い
た
だ
き
入
会
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
少
し
離
れ
て
い
る
の
で
、

会
の
行
事
に
中
々
参
加
出
来
ま
せ
ん

が
、
毎
月
会
報
が
来
る
の
を
楽
し
み
に

待
っ
て
い
ま
す
。
隅
か
ら
隅
ま
で
読
ま

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

走
り
の
目
標
は
六
〇
才
代
は
「
七
〇

才
ま
で
マ
イ
ペ
ー
ス
で
ケ
ガ
無
く
完
走

す
る
」
七
〇
才
過
ぎ
た
ら
八
〇
才
ま
で

「
健
康
第
一
で
完
走
で
す
」

　

こ
れ
か
ら
も
、
熊
本
走
ろ
う
会
の
一

員
と
し
て
、
自
分
の
体
力
維
持
で
走
り

続
け
ま
す
。

　

今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

宇
城
市
の
病
院
事
務
員
佐
藤
絹
代
さ

ん
は
、
就
寝
中
に
襲
わ
れ
た
２
度
の
大

き
な
揺
れ
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

幸
い
自
宅
は
大
き
な
被
害
を
免
れ
た

が
、
勤
務
先
は
外
壁
に
ひ
び
が
入
る
な

ど
一
部
損
壊
。
県
内
の
拠
点
病
院
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
在
宅
療
養
中
の
人

工
呼
吸
器
を
つ
け
た
患
者
を
受
け
入

れ
、
絹
代
さ
ん
も
配
食
の
手
伝
い
な
ど

に
追
わ
れ
た
。
趣
味
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
も

「
被
災
し
た
人
や
町
を
見
て
い
る
と
、

も
う
や
め
よ
う
か
と
思
っ
た
」
。

　

地
震
か
ら
約
１
カ
月
後
に
偶
然
、
東

京
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
す
る
夢
を
見
た
。

練
習
を
再
開
し
て
み
る
と
「
走
れ
る
こ

と
が
こ
ん
な
に
幸
せ
な
の
だ
と
気
付
か

さ
れ
た
」
。
自
分
が
走
る
こ
と
で
、
熊

本
が
復
興
に
向
か
う
姿
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
出
場
を
決
め
た
。

　

こ
の
日
、
県
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
く
ま
モ
ン
」
の
イ
ラ
ス
ト
入
り
ゼ
ッ

ケ
ン
を
つ
け
て
東
京
を
駆
け
た
絹
代
さ

ん
。
ゴ
ー
ル
後
「
『
熊
本
頑
張
っ
て
』

と
声
を
か
け
ら
れ
、
元
気
を
も
ら
っ
た
。

絶
対
に
諦
め
な
い
不
屈
の
精
神
を
見
せ

ら
れ
た
か
な
」
と
汗
を
ぬ
ぐ
っ
た
。

新
シ
リ
ー
ズ
第
五
十
八
回

  

ざ
っ
く
ば
ラ
ン

鈴
木
　
鑛
満

（
会
員
番
号
一
三
六
八
）
 

熊
日
新
聞

　
二
月
二
十
七
日
朝
刊
よ
り

 

東
京
マ
ラ
ソ
ン

　 

復
興
に
向
か
う
姿

　
　  

完
走
で
ア
ピ
ー
ル

佐
藤
　
絹
代
　   

（
会
員
番
号
一
五
〇
三
）
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水
、
麦
茶
、
お
湯
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
、
コ
ー
ラ
、
味
噌
汁
、
ト
マ
ト
ゼ

リ
ー
、
オ
レ
ン
ジ
ゼ
リ
ー
、
バ
ナ
ナ
、

ぜ
ん
ざ
い
、
ア
ン
パ
ン
、
ふ
か
し
芋
、

お
に
ぎ
り
、
団
子
、
キ
ン
カ
ン
の
甘
露

煮
、
キ
ュ
ウ
リ
、
漬
物
、
エ
ア
ー
サ
ロ

ン
パ
ス
、
胃
薬
、
痛
み
止
め
薬
、
ス
タ

ミ
ナ
ド
リ
ン
ク
、
こ
れ
ら
は
先
に
開
催

さ
れ
た
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
、
２
８
キ
ロ

地
点
に
陣
取
っ
た
我
が
「
熊
本
走
ろ
う

会
」
の
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
並
ん

だ
盛
り
だ
く
さ
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

　

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
達
は
、
そ
の
エ
イ

ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
眼
も
く
れ
る
こ
と

な
く
、
爽
や
か
な
春
風
に
乗
っ
て
駿
馬

の
如
く
駆
け
抜
け
て
い
き
ま
す
。
し
か

し
、
い
よ
い
よ
疲
れ
も
ピ
ー
ク
に
差
し

掛
か
る
２
８
キ
ロ
地
点
、
サ
ブ
５
や
完

走
を
目
指
す
市
民
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
一

息
入
れ
、
向
か
う
後
半
戦
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
補
給
す
る
絶
好
の
エ
イ
ド
と
な

り
ま
す
。
中
盤
に
な
る
と
そ
ん
な
ラ
ン

ナ
ー
達
が
続
々
と
立
ち
寄
っ
て
、
バ
ナ

ナ
や
、
お
に
ぎ
り
、
味
噌
汁
等
々
補
充

が
間
に
合
わ
な
く
な
る
程
の
大
盛
況
と

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
３
升
炊
い
た

と
い
う
お
に
ぎ
り
も
、
山
ほ
ど
用
意
し

た
バ
ナ
ナ
も
、
味
噌
汁
も
甘
露
煮
の
キ

ン
カ
ン
も
何
も
か
も
関
門
時
間
が
迫
る

こ
ろ
に
は
見
事
に
完
売
。

　

立
ち
寄
る
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
口
々
に

「
う
ま
い
！
」
「
お
い
し
い
！
」
「
あ
り

が
と
う
」
そ
し
て
、
お
に
ぎ
り
や
ア
ン

パ
ン
を
口
い
っ
ぱ
い
に
頬
張
っ
た
ラ
ン

ナ
ー
は
小
さ
く
手
を
挙
げ
、
或
い
は
そ

の
眼
で
、
或
い
は
合
掌
し
て
そ
の
謝
意

を
表
し
な
が
ら
通
過
し
て
い
き
ま
す
。

　

4
2

.1
9

5

キ
ロ
と
い
う
長
い
道
の

り
の
途
中
に
、
ほ
ん
の
一
瞬
の
ド
ラ
マ

が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
日
の
た
め

に
幾
日
も
前
か
ら
下
準
備
を
重
ね
て
ラ

ン
ナ
ー
達
を
も
て
な
す
、
特
に
今
年
は

熊
本
地
震
で
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
支

援
へ
の
感
謝
を
込
め
て
の
エ
イ
ド
で

す
。
勿
論
、
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
の
主
役

は
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
り
、
そ
の
主
役
を
援

助
す
る
の
が
エ
イ
ド
の
本
来
の
役
目
で

す
。
し
か
し
「
う
ま
い
」「
あ
り
が
と
う
」

の
言
葉
を
聞
け
ば
、
長
い
道
の
り
の
途

中
で
立
ち
寄
る
ほ
ん
の
数
秒
間
の
そ
の

ド
ラ
マ
の
主
役
は
、
ラ
ン
ナ
ー
よ
り
、

そ
れ
を
支
え
る
エ
イ
ド
の
ス
タ
ッ
フ
で

あ
る
こ
と
を
確
信
し
ま
し
た
。
ラ
ン

ナ
ー
に
は
タ
イ
ム
や
完
走
と
い
う
目
標

が
あ
り
、
そ
れ
を
成
し
遂
げ
た
時
に
達

成
感
、
満
足
感
と
い
う
果
て
し
な
い
喜

び
が
湧
い
て
き
ま
す
。
他
方
、
エ
イ
ド

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
達
は
、
そ

ん
な
ラ
ン
ナ
ー
の
喜
び
を
自
分
自
身
の

喜
び
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
人
た
ち
で

す
。
大
会
の
み
な
ら
ず
、
練
習
会
で
も

エ
イ
ド
で
ラ
ン
ナ
ー
を
支
え
て
く
れ
る

会
員
の
皆
さ
ん
、
こ
の
ス
タ
ッ
フ
の
存

在
こ
そ
、
「
熊
本
走
ろ
う
会
」
の
４
５

年
の
歴
史
で
あ
り
、
誇
り
で
あ
り
、
そ

し
て
強
さ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

当
日
、
エ
イ
ド
ス
タ
ッ
フ
、
そ
し
て

駆
け
つ
け
た
応
援
団
の
昼
食
と
し
て
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。
蒼

く
澄
ん
だ
空
に
雲
仙
普
賢
岳
を
遠
望

し
、
陽
春
の
風
に
は
た
め
く
大
漁
旗
と
、

声
援
を
聞
き
な
が
ら
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

は
絶
品
で
し
た
。

 
２
８
キ
ロ
地
点

　
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
鶴
田
　
淳
一

（
会
員
番
号
一
三
一
〇
）
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ハ
イ
コ
ム
ウ
ォ
ー
タ
ー
㈱
に
て
南
阿

蘇
天
然
水
を
生
産
、
全
国
の
お
客
様
に

届
け
る
工
場
に
勤
務
を
し
て
お
り
ま

す
。
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
に
初
応
募
し
た

と
こ
ろ
当
選
し
、
初
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
マ
ラ
ソ
ン
は
お
ろ
か
、
人

生
で
１
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
を
走
っ

た
こ
と
の
な
い
自
分
が
、
ま
さ
か
マ
ラ

ソ
ン
を
す
る
よ
う
に
な
る
と
は
思
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

当
選
し
た
の
は
良
い
も
の
の
、
恐
怖

と
不
安
、
マ
ラ
ソ
ン
と
い
う
未
知
の
領

域
に
対
す
る
ワ
ク
ワ
ク
感
な
ど
複
雑
な

心
境
で
し
た
。
と
も
か
く
、
完
走
目
指

し
て
少
し
で
も
練
習
し
よ
う
と
見
様
見

真
似
で
始
め
て
み
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に

膝
痛
に
悩
ま
さ
れ
、
治
る
ま
で
休
み
、

治
っ
て
走
っ
て
は
す
ぐ
痛
め
る
の
繰
り

返
し
で
し
た
。
大
会
直
前
に
走
ろ
う
会

の
練
習
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

も
の
の
、
あ
っ
さ
り
膝
痛
が
再
発
し

早
々
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

本
番
前
は
完
走
で
き
る
か
不
安
で
し

た
が
、
自
分
な
り
の
ペ
ー
ス
（
大
変
ス

ロ
ー
で
す
が
）
を
１
キ
ロ
ご
と
に
守
り
、

ま
ず
は
行
け
る
と
こ
ろ
ま
で
！
の
心
構

え
で
、
ス
ト
レ
ッ
チ
だ
け
は
入
念
に
し

て
当
日
を
迎
え
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

本
番
で
は
、
周
り
の
声
援
、
各
所
の
給

水
、
食
べ
物
の
栄
養
補
給
も
あ
り
、
予

想
外
に
２
０
キ
ロ
地
点
く
ら
い
ま
で

ペ
ー
ス
を
守
っ
て
走
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
が
、
半
分
を
過
ぎ
た
あ
た
り
で
や

は
り
痛
み
が
出
て
き
て
し
ま
い
、
そ
れ

か
ら
は
制
限
時
間
内
に
ゴ
ー
ル
で
き
る

ペ
ー
ス
へ
減
速
し
進
ん
で
い
き
ま
し

た
。途
中
の
給
水
で
は
「
あ
り
が
た
い
！

で
も
う
ち
の
会
社
の
水
が
も
っ
と
お
い

し
い
！
」
と
思
い
つ
つ
、
水
分
補
給
し

て
い
ま
し
た
。

　

走
ろ
う
会
エ
イ
ド
に
到
着
し
た
こ
ろ

に
は
か
な
り
後
方
で
、
最
後
尾
の
バ
ス

が
見
え
て
少
し
焦
り
ま
し
た
が
、
漬
物

が
大
変
お
い
し
く
、
気
持
ち
を
リ
セ
ッ

ト
し
て
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

後
半
の
関
門
を
時
間
制
限
ぎ
り
ぎ
り

で
通
過
し
、
残
り
５
キ
ロ
は
と
て
も
長

く
感
じ
ま
し
た
が
、
何
と
か
ゴ
ー
ル
ま

で
到
着
！
初
め
て
の
マ
ラ
ソ
ン
参
加
で

わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
な
が
ら
、
完

走
と
い
う
目
標
達
成
と
独
特
の
雰
囲
気

を
自
分
な
り
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、

ま
た
練
習
会
で
は
会
員
の
皆
様
か
ら
た

く
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
貴

重
な
経
験
で
し
た
。

　

熊
本
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
こ
の

マ
ラ
ソ
ン
に
、
次
回
は
ぜ
ひ
弊
社
の
ミ

ネ
ラ
ル
豊
富
で
お
い
し
い
南
阿
蘇
天
然

水
を
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
に
ふ
る
ま
う

機
会
を
ぜ
ひ
設
け
、
た
く
さ
ん
の
方
に

水
の
お
い
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
！

　

２
月
２
５
日
天
草
市
五
所
浦
で
開

催
さ
れ
た
第
２
回
島
あ
じ
マ
ラ
ソ
ン

（
ハ
ー
フ
）
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
熊
本
県
が
離
島
対
策

の
ひ
と
つ
と
し
て
支
援
し
て
い
る
も
の

で
、
副
知
事
が
来
賓
兼
ラ
ン
ナ
ー
と
し

て
参
加
し
て
い
る
ほ
か
、
今
や
世
界
的

人
気
者
の
「
く
ま
モ
ン
」
も
訪
れ
、
さ

ら
に
白
バ
イ
２
台
を
交
通
整
理
に
あ
て

る
な
ど
の
力
の
入
れ
よ
う
で
し
た
。

大
会
は
、
参
加
者
１
４
０
名
の
ロ
ー
カ

ル
な
も
の
で
、
タ
イ
ム
測
定
や
着
順
決

定
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
民
の
歓
迎
の

気
持
ち
が
暖
か
く
、
完
走
後
の
交
流
会

で
の
美
味
し
い
海
の
幸
や
手
作
り
料
理

が
飲
み
放
題
、
食
べ
放
題
で
大
満
足
で

し
た
。

　

午
前
１
１
時
３
０
分
三
角
港
か
ら
大

会
関
係
者
出
迎
え
の
船
に
乗
り
込
み
約

１
時
間
で
御
所
浦
港
に
到
着
し
ま
し

た
。　
　
　
　

　

受
付
け
を
完
了
し
て
、
ス
タ
ー
ト
セ

レ
モ
ニ
ー
手
間
ど
り
で
約
１
０
分
遅
れ

の
午
後
２
時
１
０
分
ス
タ
ー
ト
に
な
り

ま
し
た
。

　

私
は
、
ス
タ
ー
ト
時
の
状
況
把
握
の

た
め
最
後
尾
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
多
少
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
は
あ

る
も
の
の
海
岸
線
通
り
で
走
り
や
す
い

も
の
で
し
た
。
そ
れ
に
折
り
返
し
場
所

が
４
か
所
あ
り
、
そ
の
都
度
ラ
ン
ナ
ー

と
離
合
す
る
の
で
、
知
り
合
い
の
ラ
ン

ナ
ー
に
声
掛
け
や
、
励
ま
し
合
い
が
で

き
ま
す
。

　

私
は
、
最
初
か
ら
フ
ァ
ン
ラ
ン
の
予

定
で
し
た
の
で
楽
し
ん
で
走
り
、
応
援

の
住
民
が
い
る
所
で
は
、
立
ち
止
ま
っ

て
帽
子
を
と
っ
て
、
大
き
な
声
で
「
応

 
初
マ
ラ
ソ
ン
＆
完
走

 

～
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
～

　
三
原
　
賢
大

（
会
員
番
号
一
六
四
一
）

 

島
あ
じ
マ
ラ
ソ
ン
参
戦

倉
岡
　
英
夫
　    

（
会
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号
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三
六
一
）
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援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
声
を

か
け
、
沿
道
に
飾
っ
て
あ
る
住
民
手
作

り
の
多
く
の
人
形
の
い
く
つ
か
に
、
ハ

グ
を
し
た
り
、
通
過
す
る
ラ
ン
ナ
ー
の

前
で
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
人
形
の
マ
ネ
を

し
た
り
し
て
笑
い
を
と
り
な
が
ら
楽
し

く
走
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
若
い
女
性
ラ
ン
ナ
ー
を
見

つ
け
て
は
、
声
掛
け
を
し
て
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
後
は
、
車
で
各
民
宿
ま
で

送
っ
て
も
ら
い
、
そ
こ
で
ワ
ン
ド
リ
ン

ク
サ
ー
ビ
ス
の
缶
ビ
ー
ル
を
飲
み
、
同

宿
の
ラ
ン
ナ
ー
８
名
で
ひ
と
し
き
り
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
談
議
に
花
を
咲
か
せ
、
午

後
１
０
時
ご
ろ
就
寝
し
ま
し
た
。

　

翌
朝
は
、
民
宿
で
の
お
い
し
い
朝
食

を
頂
き
、
車
で
港
ま
で
送
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
が
、
乗
船
前
に
海
産
物
の
お
み

や
げ
ま
で
頂
い
て
、
船
で
三
角
港
ま
で

送
っ
て
も
ら
い
、
午
前
１
１
時
過
ぎ
に

は
帰
宅
し
ま
し
た
。

　

と
に
か
く
こ
の
大
会
は
、
大
会
参
加

料
以
外
の
、
宿
泊
代
、
交
流
会
で
の

飲
食
代
、
往
復
の
乗
船
代
等
込
み
で

５
０
０
０
円
と
い
う
安
さ
で
、
大
満
足

で
き
る
も
の
で
し
た
。
来
年
も
ぜ
ひ

参
加
し
よ
う
と
思
い
ま
す
が
、
何
し

ろ
参
加
人
員
が
宿
泊
施
設
の
関
係
で
、

１
４
０
名
ぐ
ら
い
に
限
定
さ
れ
る
の
で

申
し
込
み
が
厳
し
く
な
る
も
の
と
思
わ

れ
、
参
加
希
望
者
は
エ
ン
ト
リ
ー
開
始

後
の
申
請
ダ
ッ
シ
ュ
が
肝
要
で
し
ょ

う
。

　

一
時
間
走
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
矢
先

に
熊
本
地
震
が
発
生
。
み
な
さ
ん
も
そ

う
で
し
ょ
う
が
、
し
ば
ら
く
は
走
れ
る

状
況
で
は
な
く
、
そ
の
後
走
っ
て
み
る

と
、
三
十
分
走
る
の
も
や
っ
と
で
し

た
。
そ
ん
な
さ
な
か
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
聞
き
、
エ
ン
ト

リ
ー
し
ま
し
た
。
そ
し
て
十
月
十
九

日
。
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
の
出
場
が
決
ま

り
ま
し
た
。
十
月
は
一
時
間
、
十
一
月

は
一
時
間
半
、
十
二
月
は
二
時
間
走
れ

る
体
作
り
を
し
、
試
走
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
成
田
さ
ん
お
す
す
め
の
ミ
ズ
ノ

の
ウ
ェ
ー
ブ
ラ
イ
ダ
ー
も
購
入
！(

残

念
な
が
ら
一
月
の
試
走
会
が
雨
だ
っ
た

の
で
、
見
合
わ
せ
、
そ
の
後
も
練
習
の

た
び
に
雨
。
残
念
な
が
ら
本
番
で
は
履

け
ず
じ
ま
い)

試
走
会
は
、
シ
ョ
ー
ト

カ
ッ
ト
を
し
た
り
、
エ
イ
ド
で
休
憩
を

し
た
り
、
時
間
制
限
に
不
安
は
あ
る
も

の
の
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、

「
八
・
九
分
ペ
ー
ス
で
走
っ
て
も
十
分
間

に
合
う
か
ら
。
み
ん
な
の
ペ
ー
ス
に
惑

わ
さ
れ
な
い
で
」
「
端
っ
こ
を
走
っ
た

方
が
い
い
よ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

気
持
ち
に
余
裕
が
持
て
ま
し
た
。

　

当
日
。
Ｆ
グ
ル
ー
プ
の
私
は
誰
も
知

り
合
い
が
い
ま
せ
ん
。
た
だ
た
く
さ
ん

の
ラ
ン
ナ
ー
が
お
り
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で

と
い
う
気
持
ち
で
臨
み
ま
し
た
。
本
番

は
時
間
制
限
が
気
に
な
る
あ
ま
り
、
ト

イ
レ
休
憩
も
せ
ず
、
ひ
た
す
ら
走
っ
て

い
た
の
で
、
川
尻
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
、

体
の
不
調
を
感
じ
始
め
ま
し
た
。
二
十

キ
ロ
過
ぎ
に
飲
む
は
ず
だ
っ
た
栄
養

剤
、
ゼ
リ
ー
も
早
め
に
飲
ん
で
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
二
十
五
キ
ロ
付

近
ま
で
は
「
ゴ
ー
ル
で
き
な
い
か
も
」

と
落
胆
し
つ
つ
、
二
十
八
キ
ロ
に
あ
る

走
ろ
う
会
の
エ
イ
ド
ま
で
、
何
と
か
た

ど
り
着
き
ま
し
た
。
食
べ
れ
る
状
態
で

も
な
く
、
コ
ー
ラ
と
あ
ん
こ
入
り
饅
頭

を
頂
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
の
後
不

思
議
な
こ
と
が
起
き
た
の
で
す
。
足
が

上
が
ら
な
か
っ
た
の
に
、
ゆ
っ
く
り
で

す
が
、
走
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
。
き
っ
と
私
の
大
好
き
な
あ
ん
こ
が

元
気
を
く
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
は

ゴ
ー
ル
へ
一
歩
ず
つ
走
っ
て
行
き
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
沿
道
で
は
み
ん
な
が

声
援
を
送
っ
て
く
れ
ま
す
。
ハ
イ
タ
ッ

チ
を
し
て
く
れ
る
皆
さ
ん
か
ら
元
気
を

頂
き
、
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
記
録

は
六
時
間
十
八
分
二
十
七
秒
と
、
ふ
る

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私
に
と
っ
て
は

「
あ
っ
と
い
う
間
」
の
楽
し
い
時
間
で

し
た
。
ま
た
前
向
き
に
考
え
る
と
「
ま

だ
伸
び
し
ろ
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
来
年
も
も
ち
ろ
ん
出
場
を
目
指
し

ま
が
、
外
れ
た
と
し
て
も
試
走
会
に
は

参
加
し
た
い
で
す
。
い
ろ
ん
な
方
と
出

会
う
と
刺
激
が
い
た
だ
け
ま
す
。
そ
し

て
本
番
時
は
沿
道
か
ら
自
分
を
応
援
し

て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
ラ
ン
ナ
ー
を
応

援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
な
り

ま
す
が
、
マ
ラ
ソ
ン
初
挑
戦
の
私
を
支

え
て
下
さ
っ
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

 

初
め
て
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

　(

熊
本
城
マ
ラ
ソ
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平
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０
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宏

伸
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6
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7
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村

　
邦

夫
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7

1
0

1
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＞
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0

1
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9

1
5
9

2
7
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0

1
3
6
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今
村

　
洋
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2

1
3

3
5

1
5

1
8
＞

1
0

1
4
8

2
6
6

3
4
,8
0
4

1
2
0
0

釘
島

　
京

平
6
9

2
9

7
9

3
2
0

2
8
＞

0
2
3
3

4
7
6

8
2
,3
1
8

1
5
2
2

池
田

　
光

明
6
8

2
8

1
6

0
0

1
8
＞

1
0

3
1
4

6
8
9

3
2
,3
3
2

1
5
0
9

末
永

　
知

子
6
6

6
7

1
8

2
1

1
3
＜

1
4

1
5
1

3
5
9

8
,8
5
1

9
8
6

田
中

　
栄

喜
6
6

3
7

1
9

1
8

1
3
＜

1
5

6
2

2
1
2

4
7
,8
8
0

会
員
Ｎ
Ｏ

　
氏

　
　
名

年
齢

走
歴

５
０
ｋ

ラ
ン

月
間
勝
敗

健
康

に
注

意
し
な
が

ら
、
ボ
ツ
ボ
ツ
走

っ
て
い
ま
す
。

江
津

湖
周

辺
の

田
園

地
帯

を
、
ウ

オ
ー
ク
中

で
す
。

　
　
　
ち
ょ
っ
と
一
言
、
反
省
と
希
望
を
込
め
て

月
間
走

行
ｋ
ｍ

年
間
走

行
ｋ
ｍ

生
涯
走
行
ｋ

ｍ

元
気

で
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

家
内

が
入

院
中

で
、
な
か

な
か

思
う
よ
う
に
い
き
ま
せ

ん
。

第
１
８
回
大
津
ジ
ョ
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
２
キ
ロ
）
で
寿
賞
、
ラ
ッ
キ
ー
賞
（
特
産
の
か
ら
芋
を
３
家
族
に
御
裾
わ
け
）

Ｒ
Ｋ
Ｋ
女

子
駅

伝
、
熊

本
城

マ
ラ
ソ
ン
頑

張
り
ま
し
た
ね

。
応

援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

防
災

士
試

験
合

格
し
ま
し
た
。
【
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
】

パ
ー
ル

ラ
イ
ン
（
１
０
キ
ロ
）
、
芦

北
マ
ラ
ソ
ン
（
１
０
キ
ロ
）
エ
ン
ト
リ
ー

暖
か

く
な
り
ま
し
た
。
数

年
振

り
に
ど
こ
か

の
大

会
に
出

た
い
で
す
ね

。

熊
本

城
マ
ラ
ソ
ン
、
２
３
キ
ロ
地

点
で
バ

ス
に
乗

り
ま
し
た
。

3
月

は
、
鹿

児
島

と
佐

賀
で
フ
ル

2
本

走
り
ま
す
。

白
内

障
の

手
術

を
し
た
の

で
、
走

る
の

も
自

粛
中

で
す
。
【
お
大

事
に
】

東
京

マ
ラ
ソ
ン
走

れ
て
最

高
で
し
た
。
来

年
も
参

加
し
た
い
な

あ
！

愛
犬

と
の

ん
び
り
、
毎

日
走

っ
て
い
ま
す
。
久

し
振

り
の

人
吉

春
風

で
ラ
ン
楽

し
み

ま
し
た
。

ま
だ
体

調
が

戻
ら
ず
、
残

念
で
す
！

震
災

復
興

熊
本

城
マ
ラ
ソ
ン
、
天

気
、
応

援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
良

し
の

、
記

憶
に
残

る
最

高
の

大
会

で
し
た
。

２
月

の
御

所
浦

島
あ
じ
ハ

ー
フ
は

、
温

か
い
お
も
て
な
し
を
受

け
、
楽

し
く
走

り
、
お
い
し
い
魚

を
食

べ
最

高

2
月

は
負

け
越

し
で
す
。
島

あ
じ
マ
ラ
ソ
ン
大

会
は

、
と
て
も
楽

し
い
大

会
で
し
た
。

フ
ル

マ
ラ
ソ

ン

１
０
０

ｋ
ラ
ン

日
本
人
な
の
に
、
何
故
英
語
で
あ
い
さ
つ
、
こ
ち
ら
容
貌
超
高
齢
者
風
、
相
手
の
気
を
引
く
、
日
本
語
よ
り
英
語
の
方
が

１
月

に
続

い
て
寒

波
に
完

敗
で
、
弱

い
男

に
な
り
ま
し
た
.。
他

に
言

う
こ
と
な
し
。

熊
本

城
Ｍ
、
沿

道
の

応
援

途
切

れ
な
し
、
感

謝
感

謝
。
熊

本
城

復
興

を
願

い
、
県

外
参

加
者

増
加

を
期

待

３
月

は
パ

ー
ル

（
ハ

ー
フ
）
、
あ
ん
ず
の

丘
（
１
０
キ
ロ
）
走

り
ま
す
。

腰
痛

が
い
ま
だ
完

治
せ

ず
、
ゆ
っ
く
り
走

っ
て
い
ま
す
。
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０
ｋ
ラ
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０
ｋ
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の
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◎
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録
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会
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氏

　
　
名

年
齢

走
歴

５
０
ｋ

ラ
ン

月
間
勝
敗

健
康

に
注

意
し
な
が

ら
、
ボ
ツ
ボ
ツ
走

っ
て
い
ま
す
。

江
津

湖
周

辺
の

田
園

地
帯

を
、
ウ

オ
ー
ク
中

で
す
。

　
　
　
ち
ょ
っ
と
一
言
、
反
省
と
希
望
を
込
め
て

月
間
走

行
ｋ
ｍ

年
間
走

行
ｋ
ｍ

生
涯
走
行
ｋ

ｍ

元
気

で
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

家
内

が
入

院
中

で
、
な
か

な
か

思
う
よ
う
に
い
き
ま
せ

ん
。

第
１
８
回
大
津
ジ
ョ
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
２
キ
ロ
）
で
寿
賞
、
ラ
ッ
キ
ー
賞
（
特
産
の
か
ら
芋
を
３
家
族
に
御
裾
わ
け
）

Ｒ
Ｋ
Ｋ
女

子
駅

伝
、
熊

本
城

マ
ラ
ソ
ン
頑

張
り
ま
し
た
ね

。
応

援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

防
災

士
試

験
合

格
し
ま
し
た
。
【
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
】

パ
ー
ル

ラ
イ
ン
（
１
０
キ
ロ
）
、
芦

北
マ
ラ
ソ
ン
（
１
０
キ
ロ
）
エ
ン
ト
リ
ー

暖
か

く
な
り
ま
し
た
。
数

年
振

り
に
ど
こ
か

の
大

会
に
出

た
い
で
す
ね

。

熊
本

城
マ
ラ
ソ
ン
、
２
３
キ
ロ
地

点
で
バ

ス
に
乗

り
ま
し
た
。

3
月

は
、
鹿

児
島

と
佐

賀
で
フ
ル

2
本

走
り
ま
す
。

白
内

障
の

手
術

を
し
た
の

で
、
走

る
の

も
自

粛
中

で
す
。
【
お
大

事
に
】

東
京

マ
ラ
ソ
ン
走

れ
て
最

高
で
し
た
。
来

年
も
参

加
し
た
い
な

あ
！

愛
犬

と
の

ん
び
り
、
毎

日
走

っ
て
い
ま
す
。
久

し
振

り
の

人
吉

春
風

で
ラ
ン
楽

し
み

ま
し
た
。

ま
だ
体

調
が

戻
ら
ず
、
残

念
で
す
！

震
災

復
興

熊
本

城
マ
ラ
ソ
ン
、
天

気
、
応

援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
良

し
の

、
記

憶
に
残

る
最

高
の

大
会

で
し
た
。

２
月

の
御

所
浦

島
あ
じ
ハ

ー
フ
は

、
温

か
い
お
も
て
な
し
を
受

け
、
楽

し
く
走

り
、
お
い
し
い
魚

を
食

べ
最

高

2
月

は
負

け
越

し
で
す
。
島

あ
じ
マ
ラ
ソ
ン
大

会
は

、
と
て
も
楽

し
い
大

会
で
し
た
。

フ
ル

マ
ラ
ソ

ン

１
０
０

ｋ
ラ
ン

日
本
人
な
の
に
、
何
故
英
語
で
あ
い
さ
つ
、
こ
ち
ら
容
貌
超
高
齢
者
風
、
相
手
の
気
を
引
く
、
日
本
語
よ
り
英
語
の
方
が

１
月

に
続

い
て
寒

波
に
完

敗
で
、
弱

い
男

に
な
り
ま
し
た
.。
他

に
言

う
こ
と
な
し
。

熊
本

城
Ｍ
、
沿

道
の

応
援

途
切

れ
な
し
、
感

謝
感

謝
。
熊

本
城

復
興

を
願

い
、
県

外
参

加
者

増
加

を
期

待

３
月

は
パ

ー
ル

（
ハ

ー
フ
）
、
あ
ん
ず
の

丘
（
１
０
キ
ロ
）
走

り
ま
す
。

腰
痛

が
い
ま
だ
完

治
せ

ず
、
ゆ
っ
く
り
走

っ
て
い
ま
す
。
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6
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7
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末
永

　
茂

朗
6
4

6
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5
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7
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9
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0
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8
＞

0
3
5
0

7
3
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4
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5
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1
5
8
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本
田

　
敏

朗
6
2

1
3

⑩
1
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＞

6
2
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5

5
8
7

2
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0
8

1
4
3
4

金
城

　
永

治
5
9

2
9

2
9

0
0

8
＜

2
0

7
2

1
8
0

3
1
,7

8
9

1
4
4
9

山
本

   　
恵

5
9

1
0

⑯
1

2
1
4
＝

1
4

1
9
3

4
8
5

1
2
,3

3
6

1
5
0
3

佐
藤

　
絹

代
5
7

5
⑱

0
2

1
7
＞

1
1

1
6
7

3
7
4

1
0
,2

3
3

1
1
9
4

石
松

　
文

代
5
6

2
5

⑲
0

6
1
4
＝

1
4

1
7
3

2
8
8

3
3
,1

3
1

1
2
6
8

荒
毛

　
晴

子
5
6

2
2

2
5

0
0

1
4
＝

1
4

1
4
5

3
3
1

5
3
,4

6
9

1
5
0
5

山
名

　
慎

一
5
3

7
2
1

3
1
6

1
5
＞

1
3

2
6
8

2
9
6

1
7
,9

2
5

1
5
4
5

緒
方

　
竜

彦
5
2

9
7

0
0

2
3
＞

5
1
6
8

4
0
9

2
8
,2

0
0

○
　

熊
本

城
マ

ラ
ソ

ン
走

っ
た

皆
さ

ん
良

か
っ

た
で

す
ね

。

〇〇〇

担
当

者
倉

岡
英

夫

電
話

，
Ｆ

Ａ
Ｘ

０
９

６
－

３
６

８
－

８
６

３
９

携
　

　
帯

０
９

０
－

４
３

４
６

－
２

２
９

７

住
　

　
所

〒
　

8
6
1
－

2
1
0
3

熊
本

市
東

区
若

葉
５

丁
目

２
－

７
４

会
員

Ｎ
Ｏ

　
氏

　
　

名
年

齢
走

歴

〇
内

の
数

字
は

当
月

走
っ

た
分

の
回

数
を

表
し

ま
す

。

熊
本

城
目

標
達

成
で

き
ず

、
残

念
。

次
は

パ
ー

ル
ラ

イ
ン

を
楽

し
み

ま
す

。

久
し

ぶ
り

に
、

熊
本

か
ら

人
吉

ま
で

走
り

ま
し

た
。

つ
い

で
に

人
吉

春
風

マ
ラ

ソ
ン

走
っ

て
来

ま
し

た
。

3
月

は
鹿

児
島

マ
ラ

ソ
ン

と
菊

池
マ

ラ
ソ

ン
で

ー
す

。
頑

張
り

ま
ー

す
。

　
　

　
ち

ょ
っ

と
一

言
、

反
省

と
希

望
を

込
め

て
フ

ル
マ

ラ
ソ

ン

５
０

ｋ
ラ

ン
月

間
勝

敗
月

間
走

行
ｋ
ｍ

年
間

走
行

ｋ
ｍ

生
涯

走
行

ｋ
ｍ

い
ち

ご
マ

ラ
ソ

ン
の

貝
汁

、
凄

い
行

列
で

し
た

。

3
年

振
り

の
熊

本
城

マ
ラ

ソ
ン

は
、

練
習

な
し

の
参

加
な

の
で

、
ゆ

っ
く
り

た
っ

ぷ
り

楽
し

み
ま

し
た

。

　
担

当
者

の
連

絡
先

は
下

記
の

通
り

で
す

。
締

切
り

（
毎

月
５

日
）
を

厳
守

し
て

く
だ

さ
い

。

　
こ

の
欄

へ
の

参
加

者
を

募
集

し
て

い
ま

す
。

何
と

か
、

ほ
ぼ

毎
日

走
り

ま
し

た
が

力
が

入
ら

ず
。

マ
ア

気
長

に
や

る
か

な
・
・
・

　
数

字
に

誤
り

が
あ

っ
た

ら
、

担
当

者
に

連
絡

し
て

く
だ

さ
い

。

初
遠

征
、

夢
に

ま
で

見
た

東
京

マ
ラ

ソ
ン

大
失

敗
、

ど
う

か
ど

う
か

、
神

様
私

に
も

う
一

度
チ

ャ
ン

ス
を

（
涙

）

走
る

の
に

、
気

持
ち

良
い

季
節

に
な

っ
て

き
ま

し
た

。

　
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

　
u
f8

n
x7

@
bm

a.biglo
be

.n
e
.jp

１
０

０
ｋ
ラ

ン

熊
本

城
マ

ラ
ソ

ン
参

加
し

ま
し

た
。

熊
本

城
マ

ラ
ソ

ン
楽

し
く
走

り
ま

し
た

。
沢

山
の

応
援

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

第
2
回

島
あ

じ
マ

ラ
ソ

ン
（
ハ

ー
フ

）
に

出
場

し
ま

し
た

。
【
楽

し
い

大
会

で
し

た
ね

】

２
か

月
連

続
完

走
で

き
ま

し
た

。
【
２

か
月

全
勝

素
晴

ら
し

い
】

3
月

は
暖

か
く
な

り
ま

す
の

で
、

リ
カ

バ
リ

ー
に

挑
戦

で
す

。

北
九

州
マ

ラ
ソ

ン
を

初
め

て
走

り
、

4
8
年

ぶ
り

小
倉

の
従

妹
と

再
会

で
き

て
良

か
っ

た
で

す
。

Ｒ
Ｋ

Ｋ
女

子
駅

伝
、

応
援

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。
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投
句
順

★　

合
志
市　
　
　

長
廣　

健
治

道
す
が
ら　
　

こ
そ
泥
狙
う
留
守
の
家

無
口
な
人　
　

「
ハ
イ
」
と
一
言
だ
け
だ
っ
た

よ
か
コ
ー
ス　

フ
ラ
ン
ス
料
理
久
し
振
り

★　

四
方
寄
町　
　

城　

憲
二

道
す
が
ら　
　

早
よ
う
な
く
な
れ
青
シ
ー
ト

無
口
な
人　
　

仕
事
っ
は
人
の
倍
す
っ
と

よ
か
コ
ー
ス　

今
日
も
会
う
か
な
あ
の
美
人

★　

益
城
町　
　
　

土
田　

麓
山

道
す
が
ら　
　

俺
の
来
し
方
ど
ぎ
ゃ
ん
か
い

無
口
な
人　
　

頭
ん
中
も
見
せ
て
み
い

よ
か
コ
ー
ス　

デ
コ
ボ
コ
あ
る
が
し
か
た
無
ァ

★　

不
知
火　
　
　

松
村　

鉄
庵

道
す
が
ら　
　

ス
マ
ホ
い
じ
っ
て
ド
ブ
に
落
ち

無
口
な
人　
　

死
人
口
無
し
言
う
け
れ
ど

よ
か
コ
ー
ス　

じ
い
じ
ば
あ
ば
も
皆
走
る

★　

大
江　
　
　
　

堀
田　

香
露

道
す
が
ら　
　

土
筆
摘
み
つ
つ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

無
口
な
人　
　

メ
シ
フ
ロ
ネ
ル
て
し
か
言
わ
ん

よ
か
コ
ー
ス　

大
声
援
の
途
切
れ
な
し

★　

九
品
寺　
　
　

杉
浦　

照
子

道
す
が
ら　
　

思
い
出
話
楽
し
ん
だ

無
口
な
人　
　

そ
れ
が
貴
女
の
長
所
た
い

よ
か
コ
ー
ス　

知
ら
な
い
道
も
分
か
っ
た
よ

★　

甲
佐
町　
　
　

坂
本　

鮎
健

道
す
が
ら　
　

幼
馴
染
み
と
出
っ
く
わ
し

無
口
な
人　
　

酒
が
入
る
と
歌
い
出
す

よ
か
コ
ー
ス　

思
た
以
上
に
好
記
録

★　

戸
島
西　
　
　

微
酒
Ｒ
Ｕ
Ｎ

道
す
が
ら　
　

暗
記
し
て
た
ら
転
ん
だ
よ

無
口
な
人　
　

頭
良
さ
そ
に
見
え
は
す
る

よ
か
コ
ー
ス　

受
験
が
な
く
て
ト
ン
ト
ン
と

★　

黒
髪　
　
　
　

塚
本
ヒ
サ
コ

道
す
が
ら　
　

今
日
も
元
気
で
お
ら
す
ど
か

無
口
な
人　
　

知
ら
ん
ふ
り
し
て
通
ら
し
た

よ
か
コ
ー
ス　

遊
ぶ
所
が
ぐ
っ
さ
あ
る

★　

世
安
町　
　
　

山
本　

夢
太
郎

道
す
が
ら　
　

ガ
ラ
ス
に
映
る
ヘ
ボ
走
り

無
口
な
人　
　

燃
え
る
闘
志
で
完
走
だ

よ
か
コ
ー
ス　

人
は
言
う
け
ど
俺
き
つ
い

★　

世
安
町　
　
　

山
本　

笑
恵

道
す
が
ら　
　

我
が
婿
ど
ん
と
比
べ
よ
る

無
口
な
人　
　

カ
ニ
食
う
時
の
早
か
こ
つ

よ
か
コ
ー
ス　

走
ろ
う
会
の
企
画
路
は

★　

下
南
部　
　
　

田
川　

昭
仁

道
す
が
ら　
　

散
歩
す
る
人
皆
元
気

無
口
な
人　
　

死
ぬ
ま
で
好
き
て
言
い
き
ら
ん

よ
か
コ
ー
ス　

美
人
ば
か
り
が
走
っ
と
る

★　

下
南
部　
　
　

田
川　

公
女

道
す
が
ら　
　

花
褒
め
て
苗
貰
い
出
し

無
口
な
人　
　

や
っ
ぱ
沈
黙
ァ
金
だ
っ
た

よ
か
コ
ー
ス　

さ
く
ら
カ
ー
ド
で
た
か
ざ
ろ
き

◇
接
続
詞
の
「
を
」
「
ば
」、
字
余
り
・
字
足
ら
ず
、

添
削
し
ま
し
た
。

で
は
５
月
号
の
課
題
（
笠
）
で
す

①
遊
び
上
手

②
命
が
け

③
日
記
帳

 

ハ
ガ
キ
に
【
各
笠
１
句
】
書
い
て
４
月
７
日
（
金
）
ま

で
左
記
へ
郵
送
し
て
下
さ
い
。

東
区
下
南
部
三
丁
目
五

－

一
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スマートフォンの

使い方がわからな

いわ。 

毎月の料金を安く

するにはどうした

らいいかしら。 

会員番号１４４７ 

株式会社ハイコム 

代表取締役 甲斐 達也 

使い方はいつでも丁寧

に ご 説 明 い た し ま

す！！ 

最適な料金プランもわ

かりやすくご案内いた

します！！ 

はじめての携帯電話 かんたんケータイ 

スマートフォン 料金診断 
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熊本市中央区新屋敷１－１４－３０

熊本市中央区下通

藤川　久昭
http://kumamotohashiroukai.com/

社会福祉法人 上ノ郷福祉会
会長 宮﨑正二 会員番号１４６４ 

特別養護老人ホームこぼり苑

障がい福祉サービス事業所季の庭

上ノ郷保育園

ＴＥＬ ３５８－５６８８ ＦＡＸ ３５８－７７５８

〒８６１－４１０９ 熊本市南区護藤町１５８６ 

ｗｗｗ.ｋｏｂｏｒｉｅｎ.ｏｒ.ｊｐ 


